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環
境
厳
し
く

ハ
ガ
キ
も
一
緒
で
す

就
業
実
態
調
査

必
ず
提
出
を

１１
月
２４
日
（
水
）
全
建
総
連
設

立
５０
年
を
迎
え
た
こ
の
日
、
予
算

要
求
の
秋
の
陣
を
開
催
し
ま
し

た
。
午
前
中
は
、
都
庁
前
で
都
に

対
し
て
、
午
後
は
日
比
谷
野
音
で

国
に
対
し
て
要
求
の
集
会
を
開
催

し
、
集
会
終
了
後
に
は
東
京
駅
ま

で
銀
座
を
通
っ
て
デ
モ
行
進
を
し

ま
し
た
。
く
ら
し
と
い
の
ち
を
守

る
闘
い
を
各
組
合
か
ら
代
表
で
６

０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。（
�

飾
支
部
か
ら
の
参
加
者
は
９２
人
）

現
在
、
私
た
ち
建
設
従
事
者
を

取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し

く
、
住
宅
着
工
は
、
最
盛
期
の
半

分
以
下
の
８０
万
戸
へ
と
下
落
。
建

設
業
就
業
者
は
、
５
０
０
万
人
を

割
り
込
む
ほ
ど
少
な
く
な
っ
て
い

る
現
状
で
す
。
仲
間
か
ら
は
、「
賃

金
・
単
価
が
下
げ
ら
れ
て
生
活
が

成
り
立
た
な
い
」「
こ
の
ま
ま
で

は
倒
産
・
廃
業
す
る
し
か
な
い
」

な
ど
と
悲
痛
な
叫
び
が
あ
が
る
ほ

ど
、
状
況
は
悪
化
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
未
だ
不
透
明
な
状
況

の
国
保
組
合
に
対
す
る
補
助
金
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。
現
行
水
準
を

勝
ち
取
ら
な
け
れ
ば
、
国
保
組
合

の
存
続
そ
の
も
の
が
大
変
な
危
機

的
状
況
と
な
り
ま
す
。

こ
の
『
集
会
』
と
、
今
皆
さ
ん

に
お
願
い
し
て
い
る
『
財
務
省
宛

要
請
ハ
ガ
キ
の
記
入
』
は
同
じ
共

通
の
取
り
組
み
で
す
。
全
員
が
同

じ
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
が
大
き

な
力
に
な
り
、『
い
の
ち
』
と
『
く

ら
し
』
を
守
る
取
り
組
み
に
な
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
な
し
に
は

で
き
な
い
取
り
組
み
で
す
。

就
業
実
態
申
告
書
は
、
済
ん
で

い
ま
す
か
？
土
建
国
保
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
全
員
の
取
り
組
み
で

す
。
１２
月
３
日
現
在
、
４
４
２
６

人
中
、
３
６
８
０
人
の
提
出
が
あ

り
、
約
１６
％
の
７
４
６
人
の
方
が

未
提
出
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

で
８
割
以
上
の
方
の
提
出
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
申
告
書
の
記
入
と
添

付
書
類
（
建
設
業
従
事
者
の
証

明
）
を
そ
え
て
ご
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
不
明
な
点
は
支
部
事
務

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１０
年
は
建
設
不
況
・
組
織
人

員
の
減
少
・
昨
年
末
か
ら
の
建

設
国
保
へ
の
不
当
な
報
道
か
ら

き
た
就
業
実
態
調
査
な
ど
、
こ

の
１
年
の
土
建
を
取
り
巻
く
環

境
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
で
し

た
。
そ
ん
な
中
で
も
、
仕
事
確

保
チ
ラ
シ
の
配
布
に
よ
る
住
宅

修
繕
の
依
頼
は
、
例
年
に
な
く

大
き
な
成
果
を
得
た
取
り
組
み

で
し
た
。

１１
年
は
、
着
実
な
実
増
を
、

そ
し
て
再
び
６
０
０
０
人
の
峯

を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
仕
事
で

も
地
元
に
根
を
は
っ
た
力
強

く
、
頼
り
に
な
る
組
合
づ
く
り

を
め
ざ
す
２
０
１
１
年
に
し
よ

う
と
『
２
０
１
１
年
新
春

旗

び
ら
き
』
を
左
記
の
通
り
開
催

し
ま
す
。

記

日
時
…
１１
年
１
月
１５
日
（
土
）

夜
６
時
半
〜

会
場
…
日
暮
里
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ

ウ
ッ
ド

参
加
…
分
会
５
人
以
上
・
青
年

・
主
婦
・
建
長
会

台
所
・
浴
室
・
床

・
壁
・
外
壁
・
屋
根

等
々
。
自
宅
改
修
に

補
助
金
を
出
す
「
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
」
を
実
施
す
る
市
町
村
が
増

え
て
い
る
と
か
。

地
元
業
者
へ
の
工
事
発
注
が
条

件
で
、
地
域
の
景
気
に
大
き
な
プ

ラ
ス
に
な
る
と
い
う
お
話
で
す
。

こ
の
制
度
が
あ
る
「
岩
手
県
の

宮
古
市
で
は
、「
こ
の
助
成
の
お

か
げ
で
新
規
顧
客
が
増
え
て
大
工

３
人
を
新
し
く
雇
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
忙
し
く
て
困
っ
て
い
ま

す
。」と
、
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ

て
い
る
大
工
さ
ん
が
い
た
り
、「
市

内
で
の
求
人
が
増
え
て
い
る
」

と
、
雇
用
増
を
喜
ん
で
い
ま
す
。

宮
古
市
で
は
、
今
年
４
月
か
ら

助
成
を
開
始
。
２０
万
円
以
上
の
工

事
に
一
律
１０
万
円
を
補
助
す
る
の

で
す
が
、
当
初
予
算
は
５
千
万
で

し
た
が
、
申
請
が
殺
到
し
た
た

め
、
現
在
で
は
３
憶
５
千
万
に
増

額
し
た
と
か
。

同
じ
く
、
兵
庫
県
の
明
石
市
で

も
「
９５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

後
の
�
復
興
需
要
�
は
３
年
間
で

終
了
。
そ
の
後
、
住
宅
建
設
の
仕

事
は
い
っ
き
に
な
く
な
り
、
９９
年

に
は
３
ヶ
月
間
も
働
い
て
い
な
か

っ
た
」
と
い
う
大
工
さ
ん
も
こ
の

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」に

よ
っ
て
、
市
民
に
も
業
者
に
も
本

当
に
喜
ば
れ
る
制
度
で
す
と
…
。

�
景
気
に
す
ぐ
効
く
�
こ
の
「
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」。
今

年
５
月
現
在
、
秋
田
県
の
１
県
と

１
５
８
市
町
村
と
実
施
し
て
い
る

自
治
体
は
い
ま
だ
少
な
く
、
東
京

２３
区
に
お
い
て
も
「
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
制
度
」
は
実
施
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
く
実
現
を

望
む
今
日
こ
の
頃
で
す
。

東京土建一般労働組合

� 飾 支 部

〒１２４―００１２�飾区立石８―３４―４
電 話 （５６９８）１２６１
ＦＡＸ （５６９８）１２６２
発行人 細 貝 文 洋

今月の�飾組織現勢
２０１０年１１月１日現在 ５４８３人
加 入 １４人
転 入 ２人
脱 退 ６０人
転 出 １人

２０１０年１２月１日現在 ５４３８人

賃賃金金ああげげ
ろろ！！

リリフフォォーー
ムム助助成成をを

進進めめろろ！！

アアススベベスス
トト被被害害者者

をを救救済済しし
ろろ！！

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春
旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
きききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき

１
月
１５
日
（
土
）
日
暮
里
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド

予算要求 秋の陣 １１・２４集会

建建設設国国保保をを守守れれ！！仕仕事事ををよよここせせ！！
日比谷野音に６０００人が集結

申告書の提出済みましたか？

都庁前での午前の集会
（左上）

日比谷野音での午後の
集会 集会最後にはコ
ブシを突き上げ団結し
ました（中）

集会後東京駅までデモ
行進（右下）

第６５３号建 設 者２０１０年１２月１６日（１）
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２
０
１
０
年
１
月
１
日
付
の
組

織
人
数
は
５
６
８
９
人
に
対
し

て
、
今
月
１
日
付
の
同
人
員
は
、

５
４
３
８
人
。
２
５
１
人
の
減
退

と
例
年
に
な
く
、
組
織
拡
大
で
大

変
な
１
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
も
残
す
と
こ
ろ
半
月
と
な
り
ま

す
が
、
少
し
で
も
組
織
人
員
の
回

復
を
狙
い
年
末
ま
で
拡
大
の
運
動

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

１２
月
１
日
で
、
拡
大
の
年
間
目

標
の
達
成
が
、
本
田
・
二
葉
・
西

亀
有
②
分
会
の
３
分
会
。
実
増
分

会
が
、
奥
戸
・
本
田
・
柴
又
・
北

水
元
・
幸
田
の
５
分
会
で
す
。
残

目
標
・
実
増
ま
で
１
ケ
タ
の
分
会

は
、や
り
切
れ
る
よ
う
に
、２
ケ
タ

の
分
会
は
、
少
し
で
も
人
員
回
復

が
で
き
る
よ
う
に
、
年
内
の
拡
大

運
動
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

拡
大
統
一
行
動
日
も
１１
月
・
１２

月
と
設
け
て
少
し
で
も
多
く
の
仲

間
を
迎
え
入
れ
る
運
動
を
し
て
い

ま
す
。
秋
の
拡
大
月
間
で
対
象
者

と
し
て
名
前
が
挙
が
っ
た
が
、
加

入
に
い
た
っ
て
い
な
い
未
加
入
者

等
、
有
力
な
未
加
入
者
は
、
加
入

に
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
奮
闘
を

お
願
い
し
ま
す
。

師走と言えば年末調整

従業員に給与の支払いをする事業所（会社など）の方は、

給与の支払いをしている一人一人について年末調整の手続

きが必要です。

年末調整とは毎月給与などから源泉徴収をした税額と、

その年の給与等の総額について納めなければならない税額

（年税額）とを精算する手続きです。納付期日を過ぎると

加算税や延滞税が発生しますので納付を忘れずに！

《問１》昨年と比べて変更点はありますか

《答》年末調整の仕方や控除額など特に変更はありません

《問２》年末調整が完了し所得税を税務署へ納める期日は

いつですか

《答》

①納期の特例をしていない事業所（会社）は翌月の１０日まで

②納期の特例を受けている事業所（会社）は（１月から６月

までの分は７月１０日）で（７月から１２月までの分は翌年の

１月１０日）です。ただし税務署長が一定の要件を満たして

ると認められた事業所（会社）は翌年の１月２０日です。

※注意！②の適用は税務署に申請が必要です。

イインンフフルルエエンンザザ予予防防接接種種でで、、
ここのの冬冬にに備備ええままししょょうう。。

東東京京土土建建国国保保組組合合加加入入のの組組合合員員ととそそのの家家族族向向けけにに、、イインン

フフルルエエンンザザ予予防防接接種種のの補補助助制制度度ががああるるののををごご存存知知でですすかか？？

年年度度内内（（平平成成２２２２年年４４月月～～平平成成２２３３年年３３月月））にに１１回回、、予予防防接接種種

ををししたた人人へへのの補補助助制制度度（（２２００００００円円））ががあありりまますす。。

１１
月
２１
日
（
日
）、
新
装
テ
ク

ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か
で
今
年
度
第

２
回
健
康
診
査
を
開
催
。
快
晴
の

中
、
朝
８
時
半
か
ら
正
午
ま
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
受
診
者
は
組
合
員

・
家
族
合
わ
せ
て
４
２
１
人
。

社
保
対
部
員
に
よ
る
受
付
、
受

診
券
紛
失
の
た
め
の
大
量
の
再
発

行
手
続
き
な
ど
、
い
つ
も
の
光
景

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

血
圧
検
査
・
心
電
図
・
聴
力
等

は
家
族
も
同
じ
検
査
な
の
で
行
列

が
で
き
ま
し
た
が
、
他
は
順
調
な

流
れ
で
進
み
１
階
へ
。
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
で
全
検
査
項
目
を
終

え
ま
し
た
。

参
加
者
の
１
人
は
「
近
く
で
毎

年
、
無
料
で
検
査
項
目
が
多
く
助

か
っ
て
ま
す
。
み
ん
な
受
け
た
ほ

う
が
い
い
で
す
よ
。」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

小
さ
い
お
子
さ
ん
連
れ
で
受
診

し
た
方
も
、
お
子
さ
ん
達
は
後
継

者
対
策
部
の
保
育
室
で
楽
し
く
過

ご
せ
、
安
心
し
て
受
診
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

第
３
回
健
診
は
２
月
１３
日（
日
）

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か
で
す
。

８
月
か
ら
自
動
車
共
済
の
見
積

り
と
ど
け
ん
火
災
共
済
の
加
入
の

促
進
月
間
は
、
１１
月
ま
で
の
４
ヶ

月
間
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

拡
大
月
間
と
重
な
り
な
が
ら
の

共
済
の
促
進
月
間
で
あ
っ
た
こ
と

が
あ
り
、
各
分
会
と
も
苦
戦
を
し

い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
結
果
、
ど

け
ん
火
災
共
済
の
加
入
は
口
数
で

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

高
砂
・
金
町

両
目
標
を
達
成

高
砂
・
金
町
の
２
分
会
が
、
ど

け
ん
火
災
共
済
の
加
入
５
件
と
自

動
車
共
済
の
見
積
り
５
台
を
見
事

に
や
り
き
り
ま
し
た
。

☆
自
動
車
共
済
見
積
り
達
成
分
会

…
高
砂
・
金
町
・
幸
田
分
会

☆
ど
け
ん
火
災
共
済
達
成
分
会
…

西
新
小
岩
・
堀
切
・
高
砂
・
金
町

分
会 １１

月
１２
月
と
取
り
組
ん
で
い

る
財
務
省
宛
の
要
請
ハ
ガ
キ
。

さ
っ
そ
く
１１
月
に
提
出
い
た
だ

い
た
ハ
ガ
キ
を
投
函
し
ま
し

た
。
こ
の
時
の
ハ
ガ
キ
が
６
７

９
０
枚（
１
２
０
％
）で
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。支

部
全
体
で
、３
０
０
％（
約

１
６
０
０
０
枚
）
目
標
を
め
ざ

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

土
建
国
保
の
補
助
金
の
現
行

水
準
の
確
保
を
皆
さ
ん
の
ハ
ガ

キ
１
枚
１
枚
の
力
で
勝
ち
取
る

た
め
に
も
、
ま
だ
書
い
て
い
な

い
方
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
書
き
た
い
け
ど
、
ハ
ガ

キ
が
手
元
に
な
い
と
お
困
り
の

方
は
、
支
部
事
務
所
、
又
は
お

近
く
の
分
会
役
員
さ
ん
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
支
部
へ
の
提
出
は
１２
月
２２
日

（
水
）
ま
で
で
す
。

まだ拡大月間中ですよ

厳厳ししいい時時ここそそ仲仲間間をを増増ややそそうう
２５１人の減少（１月１日付比較）

本
田
・
二
葉
が
目
標
を
超
過

実
増
の
分
会
は
５
分
会

支
部
健
康
診
査
（
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
）

４
２
１
人
が
受
診

後
継
者
対
策
も
活
躍

財財務務省省宛宛要要請請ハハガガキキ

６６７７９９００枚枚をを投投函函
３３００００％％のの取取りり組組みみをを
〆〆切切はは１１２２月月２２２２日日

８８～～１１１１月月共共済済促促進進月月間間（（火火災災・・自自動動車車））

どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

火災共済（８～１１月） 自動車共済（８～１１月）
報奨対象
目標件数

加入件数
報奨対象
目標口数

加入口数 報奨対象
見積り目標 見積り数

新 小 岩 ５ ５００口 ５ ２

西新小岩 ５ １ ５００口 ５２０口 ☆ ５ ２

東新小岩 ５ １ ５００口 １５０口 ５ ２

奥 戸 ５ １ ５００口 ５０口 ５ ２

本 田 ５ ２ ５００口 １３０口 ５ １

立 石 ５ ２ ５００口 １００口 ５ １

青 戸 ５ ５００口 ５ ２

お花茶屋 ５ ５００口 ５

堀 切 ５ ２ ５００口 ５８６口 ☆ ５

二 葉 ５ ２ ５００口 １００口 ５

西亀有① ５ ５００口 ５ １

西亀有② ５ ５００口 ５

亀 有 ５ ５００口 ５ １

細 田 ５ ５００口 ５ １

高 砂 ５ ５ ☆ ５００口 ２５０口 ５ ５ ☆

柴 又 ５ １ ５００口 ５０口 ５ ２

新 宿 ５ ５００口 ５

金 町 ５ ５ ☆ ５００口 ２５０口 ５ ５ ☆

東 金 町 ５ ５００口 ５

東 水 元 ５ １ ５００口 ３１６口 ５

北 水 元 ５ １ ５００口 ５０口 ５ １

幸 田 ５ ２ ５００口 ３５０口 ５ ６ ☆

飯 塚 ５ ５００口 ５

そ の 他 ５ １ ５００口 ５０口 ５ １

合 計 １２０件 ２７件 １２０００口 ２９５２口 １２０件 ３５件

支部目標件数 ５７件 支部目標 ５７件
支部目標口数 ２８５０口

１月１日付
人員

１２月１日付
人員 残目標 年末拡大 成果表 １２月３日現在

（１月１日付比の増減）

新小岩 １４５ １３６ ８ 増減▼９

西新小岩 １２３ １１２ ８ 増減▼１１

東新小岩 ３７６ ３５１ １８ 増減▼２５

奥 戸 ５２１ ５２３ ６ 増減◎２

本 田 １９５ ２０１ ０ 増減◎６

立 石 １７９ １５９ ６ 増減▼２０

青 戸 ２３７ ２２６ ７ 増減▼１１

お花茶屋 ２２０ ２１８ ５ 増減▼２

堀 切 ３１７ ２９１ １２ 増減▼２６

二 葉 ２５５ ２５１ ０ 増減▼４

西亀有① １８４ １６９ ６ 増減▼１５

西亀有② １０７ １０７ ０ 増減０

亀 有 ２６５ ２４６ ２１ 増減▼１９

細 田 ２２２ ２１７ １３ 増減▼５

高 砂 ２５８ ２４９ ９ 増減▼９

柴 又 ２５３ ２５６ １２ 増減◎３

新 宿 １９５ １７１ １１ 増減▼２４

金 町 １７５ １６８ ６ 増減▼７

東金町 １８３ １７１ ８ 増減▼１２

東水元 ３０１ ２８２ ２４ 増減▼１９

北水元 ２６６ ２７４ ３ 増減◎８

幸 田 ２５５ ２５９ ７ 増減◎４

飯 塚 １９８ １６２ ８ 増減▼３６

その他 ２５９ ２３９ １２ 増減▼２０

合 計 ５６８９ ５４３８ ２１０ １１月１９人 １２月 人

１月１日付人員比 マイナス ２５１人

支
部
に
提
出
さ
れ
た
要
請
ハ
ガ
キ

健
康
診
査
に
４
２
１
人
が
受
診

（２）第６５３号建 設 者２０１０年１２月１６日
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本
部
通
信
員
９５
人

投
票
で
決
定

１１
月
１４
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た

東
京
土
建
本
部
で
開
催
の
通
信
員

総
会
（
教
宣
部
会
）
に
は
、
�
飾

支
部
か
ら
代
表
で
６
人
が
参
加

（
全
体
で
９５
人
）。
午
前
中
に
蓮

池
透
さ
ん
（
拉
致
被
害
者
家
族
会

元
事
務
局
長
）
を
招
き
、「
拉
致

問
題
の
解
決
に
向
け
て
」
と
題
し

て
講
演
を
聞
い
た
後
、
午
後
に
分

会
・
主
婦
・
青
年
・
シ
ニ
ア
の
新

聞
コ
ン
ク
ー
ル
の
投
票
を
参
加
者

で
行
い
ま
し
た
。
結
果
、
応
募
総

数
２
４
２
紙
の
中
か
ら
�
飾
支
部

か
ら
応
募
の
『
奥
戸
』『
東
新
小

岩
』『
主
婦
か
つ
し
か
』が
入
賞
し

ま
し
た
。

○
特
選
入
賞
…
奥
戸

○
入
賞
…
東
新
小
岩
・
主
婦
か
つ

し
か

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

星
谷
委
員
長
を
講
師
に

新
聞
づ
く
り
学
習

１１
月
２１
日
（
日
）
星
谷
委
員
長

（
本
部
教
宣
担
当
中
執
）
を
講
師

に
、
教
宣
部
員
１０
人
が
参
加
し

て
、
新
聞
作
り
学
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。（
�
飾
支
部
会
館
）

記
事
を
書
き
、
見
出
し
つ
け
か

ら
、
紙
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
学
習

と
、
分
会
の
皆
さ
ん
に
読
み
や
す

い
紙
面
を
作
る
た
め
に
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
の
か
と
、
参
加
し
た
皆

さ
ん
が
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
紙

面
作
り
の
学
習
を
し
ま
し
た
。

１１
月
２７
日
（
土
）、
２８
日
（
日
）

と
２
日
間
か
け
て
�
飾
支
部
会
館

３
階
大
会
議
室
で
、『
足
場
の
組

立
て
等
作
業
主
任
者
技
能
講
習
』

を
受
講
者
３５
人
で
開
催

し
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
講
義
を
交

え
た
講
習
で
、
２
日
間

に
わ
た
り
、
合
計
１２
時

間
の
長
丁
場
で
し
た
。

そ
し
て
２
日
目
の
最
後

は
試
験
を
行
い
、
２
日

間
熱
心
に
受
講
し
た
成

果
も
あ
っ
て
、
全
員
が

無
事
合
格
を
し
ま
し

た
。受

講
者
の
皆
様
本
当

に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

４０
人
の
親
子
が
参
加

１１
月
１４
日
（
日
）
の
後
継
者
対

策
部
主
催
『
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ

イ
ア
ン
ズ
日
帰
り
旅
行
』
は
、
大

人
２２
人
、
小
中
学
生
１３
人
、
未
就

学
児
５
人
の
計
４０
人
の
参
加
で
開

催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
時
間
通
り
に
目
的
地

に
着
く
こ
と
が
で
き
、
大
規
模
な

プ
ー
ル
や
温
泉
、
フ
ラ
ガ
ー
ル
の

シ
ョ
ー
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

後
日
、
送
付
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
多
く
の
参
加
者
か
ら
返
信
が

あ
り
、
再
度
、
日
帰
り
旅
行
に
参

加
し
た
い
と
い
う
感
想
が
多
く
、

参
加
者
が
満
足
で
き
た
行
事
と
な

り
ま
し
た
。

要
望
は
組
合
へ

後
継
者
対
策
部
で
は
組
合
員
が

気
軽
に
参
加
し
、
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
行
事
を
常
に
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
組
合
行
事
へ
の
要
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
意
見
を
お
寄
せ

下
さ
い
。

東
京
土
建
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
講
習

管
理
建
築
士
・
建
築
士
が
対
象

改
正
建
築
士
法
に
よ
り
建
築

士
事
務
所
に
従
事
す
る
管
理
建

築
士
な
ら
び
に
建
築
士
に
対

し
、
そ
れ
ぞ
れ
管
理
建
築
士
講

習
・
建
築
士
定
期
講
習
が
義
務

付
け
さ
れ
ま
し
た
。

管
理
建
築
士
は
管
理
建
築
士

講
習
を
、
ま
た
業
務
に
携
わ
っ

て
い
る
建
築
士
は
３
年
ご
と
に

定
期
講
習
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
経
過
措
置
期
間
内
に
修

了
し
な
い
場
合
は
、
登
録
の
取

り
消
し
や
懲
戒
処
分
の
対
象
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。「

東
京
土
建
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
は

国
土
交
通
省
の
登
録
講
習
機
関

と
し
て
新
た
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
未
受
講
の
方
は
必
ず
受
講

く
だ
さ
い
。
不
明
な
点
は
支
部

事
務
所
へ
。

◆
管
理
建
築
士
講
習

日
時
…
３
月
１９
日
（
土
）

締
切
…
３
月
４
日
（
金
）

◆
一
級
建
築
士
定
期
講
習

日
時
…
３
月
７
日
（
月
）

締
切
…
２
月
１８
日
（
金
）

◆
二
級
建
築
士
定
期
講
習

①
日
時
…
１
月
２２
日
（
土
）

締
切
…
１
月
７
日
（
金
）

②
日
時
…
２
月
１４
日
（
月
）

締
切
…
１
月
２６
日
（
水
）

※
い
ず
れ
も
会
場
は
、
け
ん
せ

つ
プ
ラ
ザ
東
京
、
募
集
人
数
は

１
５
０
人
で
す
。

��
奥奥
戸戸
����
東東
新新
小小
岩岩
����
主主
婦婦
かか
つつ
しし
かか
��

新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
３
紙
が
入
賞

後継者対策部で日帰りバス旅行
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支
部
主
催
足
場
講
習
を
開
催

３５
人
全
員
が
合
格

特選の『奥戸』
分会新聞8月号

日
帰
り
バ
ス
旅
行
に
４０
人

が
参
加

教宣学習会で星谷委員長の説明に聞き入る教宣部員

入賞の『東新小岩』
分会新聞８月号

２日間にわたった足場の講習

入賞の『主婦かつしか』
主婦の会新聞７月号

第６５３号建 設 者２０１０年１２月１６日（３）
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【
主
婦
の
会
・
教
宣
・
大
山
艶

子
】
な
ん
と
い
っ
て
も
今
回
の
一

番
の
楽
し
み
は
風
光
明
媚
な
槍
ヶ

岳
、
穂
高
を
２
０
０
０
メ
ー
ト
ル

か
ら
眺
め
る
二
階
建
て
の
ロ
ー
プ

ウ
エ
ー
。

前
日
ま
で
は
雪
だ
っ
た
の
が
信

じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
晴
天
。
ま
さ

に
雲
上
散
歩
と
い
わ
れ
る
の
に
ふ

さ
わ
し
い
ゴ
ン
ド
ラ
か
ら
の
眺

望
。
陽
光
で
氷
が
溶
け
、
キ
ラ
キ

ラ
輝
く
木
々
の
中
を
展
望
台
ま
で

…
前
日
降
っ
た
雪
景
色
の
中
、
思

わ
ず
歓
声
が
あ
が
る
ほ
ど
す
ば
ら

し
い
雲
海
と
冠
雪
し
た
山
々
、
絶

景
で
し
た
。

帰
り
の
ゴ
ン
ド
ラ
を
待
つ
あ
い

だ
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
唱

歌
を
合
唱
し
た
り
と
ど
こ
に
行
っ

て
も
め
だ
っ
て
し
ま
う
主
婦
の
会

で
す
。

初
披
露

「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
音
頭
」

宴
会
は
お
な
じ
み
宴
会
部
長
た

ち
が
や
は
り
笑
わ
し
て
く
れ
ま

す
。最

後
は
役
員
た
ち
が
何
度
か
講

習
に
い
き
よ
う
や
く
覚
え
て
き
た

『
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
音
頭
』
を

宿
の
仲
居
さ
ん
た
ち
ま
で
参
加
し

に
ぎ
や
か
に
〆
で
す
。
温
泉
も
最

高
、
車
中
で
は
軽
妙
な
話
術
で
み

ん
な
を
大
笑
い
さ
せ
て
く
れ
た
ガ

イ
ド
さ
ん
が
旅
を
一
層
楽
し
い
も

の
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

【
奥
戸
分
会
・
教
宣
・
星
谷

聰
】
奥
戸
分
会
は
１１
月
２０
日
、
３

カ
所
目
の
南
奥
戸
児
童
館
で
工
作

教
室
（
西
、
東
は
夏
に
実
施
）
約

４０
人
の
子
供
と
保
護
者
に
児
童
館

の
職
員
で
ギ
コ
ギ
コ
、ト
ン
ト
ン
。

毎
回
参
加
す
る
子
が
「
オ
レ
、

剣
を
作
り
た
い
。」「
そ
れ
な
ら
、

も
う
自
分
で
好
き
に
作
り
な
、
見

て
い
て
あ
げ
る
か
ら
。」

「
僕
は
ゴ
ム
鉄
砲
を
作
り

た
い
。」
馴
染
み
の
せ
い
か

注
文
も
色
々
、
正
規
メ
ニ
ュ

ー
の
本
立
て
、
プ
ラ
ン
タ

ー
、
銅
板
表
札
は
当
然
で
し

て
、「
も
う
一
個
作
り
た
い

ん
だ
け
ど
。」
と
は
早
く
完

成
し
た
子
供
。「
半
端
材
を
使

う
な
ら
い
い
よ
。」
と
や
さ

し
い
仲
間
。

主
婦
の
皆
さ
ん
も
含
ん
で

１１
人
、「
３
階
で
な
け
れ
ば
楽

な
の
に
ネ
。」な
ん
て
が
ん
ば

り
ま
し
た
。
来
月
は
再
度
わ

た
あ
め
機
を
貸
す
約
束
も
。

【
幸
田
分
会
・
教
宣
・
伊
藤
兼

夫
】
幸
田
分
会
で
は
、
昨
年
に
続

き
秋
の
拡
大
打
上
を
、
一
泊
バ
ス

旅
行
で
行
い
、
２５
人
の
参
加
で
、

１１
月
６
・
７
日
（
土
・
日
）
熱
海

・
玉
の
湯
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

歌
あ
り
、
笑
い
あ
り
の
本
当
に

楽
し
い
旅
行
で
し
た
。

今
回
の
分
会
旅
行
は
、
企
画
、

旅
程
、
宿
泊
ホ
テ
ル
、
宴
会
な
ど

の
手
配
を
土
屋
副
分
会
長

中
心
に
、
分
会
役
員
が
拡

大
の
行
動
の
合
間
を
縫
っ

て
進
め
た
も
の
で
、
所
用

で
近
く
に
行
っ
た
折
に
、

現
地
視
察
を
し
に
足
を
延

ば
し
、
浴
室
や
食
事
の
内

容
な
ど
の
確
認
を
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

で
満
足
の
い
く
旅
行
に
な

り
ま
し
た
。

又
、
今
回
支
部
か
ら
高

橋
書
記
、
主
婦
の
会
か
ら

大
山
会
長
が
参
加
を
し
、

親
睦
を
図
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
来
年
も
多
く
の
参

加
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
分
会
旅
行
を
と
企
画
中

で
す
。

４４７７
人人
がが
参参
加加

【
建
長
会
・
会
長
・
田
中
淹

男
】
１０
月
の
バ
ス
ハ
イ
ク
に
続

き
、
１１
月
８
日
（
水
）
午
後
２
時

よ
り
建
長
会
は
、
支
部
会
館
３
階

会
議
室
で
４７
人
の
参
加
者
で
健
康

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
演
「
脳
梗
塞
・
脳
卒
中
・
心

筋
梗
塞
の
予
防
」
と
題
し
て
、
講

師
に
水
元
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
診
療
所

い
と
う
じ
と
お
る

所
長
糸
氏
亨
さ
ん
の
話
を
聞
き
、

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
糸
氏

さ
ん
の
歯
切
り
の
良
い
か
み
く
だ

い
た
話
し
方
に
は
参
加
者
の
皆
さ

ん
も
理
解
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
話
の
終
わ
り
に
数

名
の
方
々
か
ら
質
問
が
あ
り
、
糸

氏
さ
ん
か
ら
明
回
答
。

健
康
教
室
を
終
わ
っ
た
後
役
員

会
議
を
開
き
、
こ
の
日
の
感
想
と

今
後
の
予
定
等
を
話
題
に
健
康
教

室
を
終
わ
り
ま
し
た
。

年年
末末
年年
始始
のの
組組
合合
業業
務務

年
内
�
１２
月
２８
日
（
火
）
ま
で

年
始
�
１
月
５
日
（
水
）
か
ら

年年
末末
年年
始始
のの
緊緊
急急
連連
絡絡
先先

ど
け
ん
火
災
共
済
�

０３
�
３
３
６
６
�
７
９
０
８

自
動
車
共
済
�

０
１
２
０
�
８９
�
８
８
１
９

自
転
車
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
�

０３
�
３
４
８
０
�
６
７
６
６

全
労
済
・
火
災
共
済
�

０
１
２
０
�
５８
�
０
６
９
９

全
労
済
・
自
動
車
共
済
�

０
１
２
０
�
０８
�
８
９
２
４

主婦の会 恒例秋の一泊旅行
（１１月２３・２４日）
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４９人で奥飛騨・新平湯温泉へ

拡大打ち上げ兼ねた一泊バス旅行
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土屋副分会長中心に企画運営

幸幸

田田

奥奥 戸戸

南
奥
戸
児
童
館
で
工
作
教
室

４０
人
が
ギ
コ
ギ
コ
・
ト
ン
ト
ン

建建長長会会

糸
氏
さ
ん（
水
元
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

診
療
所
所
長

）を
講
師
に

好
評
だ
っ
た
歯
切
れ
の
良
い
講
演

健
康
教
室
を
開
催

南
奥
戸
児
童
館
で
工
作
教
室
を
開
催（
奥
戸
）

４９人が参加の主婦の会一泊旅行 雲海に目を奪われ（右上）

恒例となっている建長会健康教室

熱
海
で
拡
大
打
ち
上
げ
一
泊
旅
行

し
て
き
ま
し
た
（
幸
田
）

（４）第６５３号建 設 者２０１０年１２月１６日


